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※
新
た
な
資
料
が
見
つ
か
れ
ば
修
正
追
加
し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
を
。

大
田
市
の
文
化
活
動

相
生
座
関
連
の
年
表

（
不
明
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
本
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
記
録
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
）

西
暦

和
暦

相
生
座
、
芝
居
小
屋
、
演
劇
、
舞
台
発
表
等
に
関
す
る
活
動

地
域
や
国
の
主
な
出
来
事
な
ど

・１
月
、
円
応
寺
に
仮
校
舎
を
設
け「
玉
成
館
」と
称
し
、
私
塾
・圭
山

堂

明
治

６

こ
の
こ
ろ
大
田
南
村
、
岡
の
前
に

が
あ
っ
た
。

学
生
や
南
宮
、
円
応
寺
の
手
習
い
児
童
を
入
学
さ
せ
る
。
（「
星
霜
」）

1873

天
神
劇
場

明
治

７

・７
月
、
恒
松
与
吉
郎
他
，
７
名
が
寄
付
し
て

を
修
理
し
、
南
学

1974

天
神
劇
場

校
を
創
立
、「
敬
業
舎
」と
称
す

明
治

８

・６
月
「
敬
業
舎
」を
第
１
４
９
番
大
田
小
学
校
に
改
称

1975

「
玉
成
館
」を
第
１
５
１
番
大
田
小
学
校
に
改
称

明
治
１
３

・両
小
学
校
を
合
併
し

と
改
称

1880

安
濃
郡
公
立
大
田
小
学
校

・
明
治
２
１
年
、
仁
摩
町
に
安
井
好
尚
が

開
設

私
立
大
国
英
和
学
校

が
あ
り
、
毎

・
明
治
２
２
年
、
町
村
制
に
よ
り
久
利
、
松
代
、
行
恒
、
市
原
、
佐
摩

北
八
幡
宮
に
薬
師
座
、
南
八
幡
宮
に
南
座

芝
居
小
屋

と
い
う

年
祭
礼
に
３

日
く
ら
い

な
ど
が
行
わ
れ
賑
っ
た
。

の
各
村
が
合
併
邇
摩
郡
久
利
村
が
誕
生

地
芝
居

明
治
末

・明
治
３
６
年
、
大
森
井
戸
神
社
前
に
邇
摩
郡
立

開
校

（お
互
い
に
稽
古
は
秘
密
に
し
て
演
技
を
競
い
合
っ
た
。

出
し
物
は
浄
瑠
璃
芝

石
東
農
学
校

明
治
３
６
年
、

設
立
認
可
、
正
蔵
坊
で
授
業
、

居
か
ら
忠
臣
蔵
や
太
閤
記
な
ど
が
主
だ
っ
た
。
薬
師
座
は
大
阪
の
道
頓
堀
の

安
濃
郡
立
農
学
校

県
立
大
田

劇
場
を
見
に
行
っ
て
作
ら
れ
、
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
が
後
に
三
叉
路
付
近
に

校
地
を
才
の
垰
に
決
め
建
築
、
３
８
年
落
成
式
、
大
正
１
２
年

と
改
称
、
昭
和
１
４
、
大
田
家
政
女
学
校
へ事
務
移
管

移
さ
れ
た
）

農
学
校

・明
治
４
４
・１
０
、
大
田
小
学
校
講
堂
、
校
舎
一
棟
新
築
落
成

大
正

２

。
建
設
者
・座
主
は
杉
岡
興
芸
社
の

氏
。

・松
江
電
燈
株
式
会
社
大
田
変
電
所
を
創
立
、
大
田
町
内
に
配
電

1913

・
芝
居
小
屋
「
相
生
座
」
建
設

杉
岡
福
三
郎

杉
岡
は
本
町
の
西
楽
寺
の
下
に
家
が
あ
り
会
社
を
経
営
し
て
い
た
。
（松
尾
崇



- 2 -

二
階
席
が
あ
り
回
り
舞
台
や
花
道
、
せ
り
上
が
り
も
あ
っ
た
。
（和
田
さ
ん
談
）

大
正

３

・日
本
、
第
一
次
世
界
大
戦
参
加

1914

大
正

４

・
小
田
ー
石
見
大
田
間
鉄
道
開
通

1915

銀
山
経
営
者
が
資
金
を
出
し

建
設
３
０
０
席
、
昭
和
３
９
年
解
体

大
森
座
を

・浜
田
―
大
田
間
の
バ
ス
運
転
開
始
・
大
田
町
立
女
子
技
芸
学
校
創
立

大
正

５

・

・川
合
へ電
灯
が
つ
く

1916

大
田
町
立
女
子
技
芸
学
校
創
立

・
５
月
１
５
日
、
大
田
‐
仁
摩
間
鉄
道
開
通

・

は
４
月
か
ら
台
湾
、
満
州
な
ど
大
巡
業
を

島
村
抱
月
・
松
井
須
磨
子
の
「
芸
術
座
」

・

で
公
演
、

け
、
８
月
下
旬
か
ら
松
江
（
８
月
２
１
、
２
２

、
出
雲
、
大
社
、
平
田
、
木
次
で

）

芸
術
座
は
、
松
江
劇
場
、
出
雲
阿
国
座
、
出
雲
今
市
偕
楽
座

市
中
パ
レ
ー
ド
は
大
反
響
だ
っ
た
。
当
日
観
劇
し
た
岡
よ
り
子
氏
は
「
日
本

1917

大
正

６

し
て
い
る
が
、
大
田
に
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。

『
復
活
』
な
ど
を
公
演
相
生
座
で
も
上
演

海
文
学
」
７
号
に「
若
い
日
」
と
い
う
自
伝
小
説
に
感
動
を
記
し
て
い
る
。

（抱
月
の
手
紙
に
山
陰
の
公
演
地
名
が
記
さ
れ
、

も
あ
る
。
抱
月
は
７
年
１

大
田

・
第
一
次
世
界
大
戦
終
わ
る

１
月
１
５
日
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
死
亡
、
須
磨
子
は
８
年
１
月
５
日
後
を
追
っ
て
縊
死

大
正

９

、
１
０
年
４
月
大
田
小
で
入
学
開
校
式

1918

・
県
立
大
田
中
学
校
設
立
認
可

大
正
１
２

・関
東
大
震
災
起
こ
る

９
月
１
日

1923

恒
松
安
夫
が
下
宿
し
て
い
た
岡
本
家
（
一
平
、
か
の
子
、
太
郎
）
が
震
災
で

・
石
見
銀
山
は
閉
山
と
な
る

長
久
村
の
恒
松
家
へ
避
難
、
翌
年
青
山
へ
転
居
す
る
ま
で
大
田
で
過
ご
し
た
。

建
設
、
初
興
行
で
大
い
に
賑
わ
う
。

・
満
州
事
変
起
こ
る

・・５
・
１
５
事
件
起
こ
る

久
利
の
共
栄
座

昭
和

５

・松
江
放
送
局
開
設

1930

（共
栄
座
の
建
物
は
大
森
座
を
解
体
移
築
。
昭
和
３
０
年
三
瓶
グ
リ
ー

・雪
見
で
今
、
家
が
あ
る
場
所
は
牛
市
場
だ
っ
た
（巨
勢
晃
一
）

ン
ラ
ン
へ
売
却
の
た
め
解
体
（「
久
利
風
土
記
」
よ
り
）

昭
和
１
１

・２
・
２
６
事
件
起
こ
る

1936

・

３
月
９
日
５
時
～

・
日
中
戦
争
始
ま
る

・国
民
総
動
員
令
発
布

「
天
勝
一
座
」
相
生
座
で
公
演

・刺
鹿
村
、
羽
根
西
村
が
合
併
し
て
久
手
町
に
な
る

「
菜
洗
橋
は
板
橋
で
、
上
流
に
堰
が
あ
り
本
流
か
ら
水
路
に
水
を
取
っ
て
流
し
相

大
田
中
学
校
、
全
国
中
学
野
球
大
会
で
甲
子
園
へ
出
場

橋
の
た
も
と
に
直
径
６
メ
ー
ト
ル
の
水
車
を
回
し
て
い
た
。
本
流
は
水
量
が
少
な
く

昭
和
１
２

県
立
大
田
農
学
校
３
４
期
で
廃
止

1937

菜
洗
橋
と
の
間
の
広
い
川
原
で
毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
た

が
行
わ
れ
て
い

草
競
馬
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・農
林
省
畜
産
試
験
場
中
国
支
場
川
合
に
開
場
。

た
が
、
こ
の
頃
中
止
に
な
っ
た
。
大
田
に
は
馬
車
屋
が
約
７
０
軒
あ
り
、
約
８
０
頭

・第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

の
馬
が
参
加
し
た
が
、
戦
争
の
た
め
軍
部
が
馬
を
買
い
上
げ
た
た
め
開
催
で
き
な

く
な
っ
た
。
連
合
運
動
会
も
よ
く
こ
の
川
原
で
行
わ
れ
た
。
、
奥
野
水
道
の
場
所
は

・こ
の
年

に
な
っ
た
。
（
波
多
野
紅
秋
）

相
生
橋
が
コ
ン
ク
ー
ト

大
田
で
最
初
の
警
察
署
だ
っ
た
」
（波
多
野
紅
秋
氏
談
）

昭
和
１
３

・日
独
伊
三
国
同
盟
調
印

1938

・８
月
国
民
徴
用
令
公
布

・
９
月
第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

昭
和
１
４

・県
立
大
田
農
学
校
３
４
期
で
廃
止

1939

・

（こ
の
頃
か
）

・大
政
翼
賛
会
発
会

石
井
獏
、
バ
レ
ー
公
演

昭
和
１
５

・大
田
小
学
校
校
歌
披
露
「
紅
薄
き
…
」

1940

・太
平
洋
戦
争
起
こ
る
。
米
英
に
対
し
宣
戦
布
告

昭
和
１
６

・
浪
曲
師
、

（こ
の
頃
か
）

・
旧
制
大
田
中
学
第
４
回
選
抜
甲
子
園
大
会
出
場

1941

三
波
春
夫
公
演

・県
立
大
田
家
政
女
学
校
は
大
田
高
等
女
学
校
に
組
織
変
更

昭
和
１
７

・学
徒
出
動
命
令
出
る

1942
が
水
害
で
流
出

・７
月
、
大
水
害

雨
量
２
１
９
ミ
リ
、
被
害
甚
大

馬
路
の
芝
居
小
屋
「
笹
屋
」

昭
和
１
８

・９
月
、
石
見
地
方
台
風
水
害
、
被
害
甚
大
・波
根
湖
干
拓
工
事
着
工

1943

（戦
後
、
波
田
野
酒
店
が
酒
蔵
を
改
造
し
て
小
屋
常
設
、
映
画
も
上
映
）

昭
和
１
９

・
大
田
高
等
女
学
校
呉
海
軍
工
廠
へ動
員
令
で
出
動

1944

１
２
月
、
恒
松
安
夫
、
兄
源
吉
の
出
征
で
慶
応
大
学
教
授
を
辞
し
長
久
の
自

へ
帰
郷
、
農
業
に
従
事
。
恒
松
は
岡
本
一
平
、
か
の
子
、
長
男
太
郎
の
家

下
宿
し
家
事
の
世
話
な
ど
も
任
さ
れ
て
い
た
。

。
演
劇
部
門
は
若
い
人
が
集
ま
り

・
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
敗
戦

・
大
田
文
化
協
会
（
後
に
石
東
文
化
協
会
）
結
成

恒

に
、
相
生
座
や
各
地
で
公
演
し
た
。
協
会
に
は
次
の
よ
う
な
会
が
あ
っ
た
。

・
大
田
中
、
大
田
女
学
校
が
陸
軍
病
院
分
室
と
な
り
、
３
０
０
人
の
原

爆

安
夫
を
座
長

犠
牲
者
収
容
、
９
９
人
死
亡

演
劇
、
俳
句
、
詩
、
バ
レ
ー
、
音
楽
グ
ル
ー
プ
、
短
歌
の
会
、
本
舞
踊
、

・

の
占
領
政
策
で
雑
誌
、
新
聞
な
ど
は
検
閲
制
度
に
な
る

政
治
座
談
会
。
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
し
た
。

G
H

Q
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昭
和
２
０

疎
開
中
の
松
竹
映
画
経
験
者
で
作
曲
家
、

も
指
導

1945

越
谷
達
之
助

水
上
令
子

や
ス
タ
ー

に
当
た
り
、
参
加
し
た
。

＊
詩
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
の
文
学
活
動
の
記
録
は
、
別
に
年
表
作
成

※
こ
の
頃
の
活
発
な
文
化
活
動
を
故
白
石
昭
臣
氏
は「
大
田
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

と「
大
田
高
校
６
０
年
史
」
（
１
２
５
４
頁
あ
り
）
で
詳
し
く
記
録
紹
介

・５
月

。

・日
本
国
憲
法
公
布

三
瓶
座
、
大
田
高
女
講
堂
で
演
劇
上
演

・三
瓶
山
麓
に
開
拓
団
入
植

旧
制
中
学
、
高
女
の
生
徒
も
参
加
。
（
劇
名
な
ど
不
明
）

昭
和
２
１

・
９
月

を
相
生
座
で
公
演

1946
「
三
瓶
座
」
第
一
回
公
演
『
修
善
寺
物
語

『
父
帰
る
』

』

・
１
０
月
２
７
日
、
文
化
協
会

・
紙
が
手
に
入
ら
な
い
時
代
で
、
同
人
誌
発
行
に
苦
労
し
た

舞
踊
部
の
研
究
会
「
温
習
会
」
第
一

回
公
演

・第
一
回
音
楽
会

で
超
満
員
。

・２
月
大
田
市
文
化
協
会
誕
生

は
平
岡
養
一
の
木
琴
演
奏

・

、
相
生
座
で
公
演
。「
初
め
て
バ
レ
ー
を
見
た
」
（石
田
種
生
氏

（後
に
石
東
文
化
協
会
に
改
称
「
恒
松
安
夫
追
悼
録
年
表
」）

プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
東
勇
作

「
い
ろ
い
ろ
な
旅
芝
居
一
座
が
来
て
上
演
し
た
。
都
会
は
食
糧
事
情
が
悪
か
っ
た

も
理
由
。
農
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
」
（
柳
浦
末
子
氏
談
））

心
な
き
港

「
花
嫁
読
本

。

・１
月
２
８
日
、
三
瓶
座
第
二
回
公
演
「

」

」

・島
根
巡
幸
中
の
天
皇
陛
下
、
大
田
駅
に
５
分
下
車

「
父
帰
る
」
は
出
雲
で
も
公
演

「

・
４
月
恒
松
安
夫
（

歳
）県
議
に
当
選
、
県
議
会
議
長
に
就
任

三
瓶
座
の
演
劇
の
練
習
は
、
仁
万
屋
や
恒
松
安
夫
の
土
蔵
の
二
階
、
６
畳
の
居

49

昭
和
２
２

・
大
田
町
立
大
田
中
学
校
創
設
、
大
田
小
の
西
側
校
舎
を
使
用

1947

な
ど
で
行
わ
れ
た
。
巡
業
は
オ
ー
ト
三
輪
な
ど
使
つ
た
。
収
益
よ
り
持
ち
出
し

・
学
制
改
革
に
よ
り
、
県
立
大
田
高
、
大
田
女
子
高
開
設

多
か
っ
た
」
（「
恒
松
安
夫
追
悼
録
」）

・

旧
制
大
田
中
学
を
卒
業
、
慶
応
大
学
進
学
、
プ
ロ
と
し
て
バ
レ
エ
の
道
へ

石
田
種
生
、

昭
和
２
３

・４
月
、
大
田
中
学
校
が
県
立
大
田
高
校
へ

1948

「
相
生
座
は
、
こ
の
こ
ろ
に
は
２
階
へ
上
が
る
階
段
も
ミ
シ
ミ
シ
鳴
っ
て
老
朽
化
し

い
る
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
」
（柳
浦
末
子
さ
ん
談
）

。

・
三
瓶
座
は
、
石
東
文
化
協
会
か
ら
独
立

三
瓶
座
の
上
演
や
練
習
に
は

も
参
加
し
た
。
主
な
メ
ン
バ
ー
。

恒
松
夫
人
の
幸
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大
田
高
校
、
男
女
両
校
を
統
一
、
男
女
共
学
へ

石
崎
幸
、
田
中
通
、
尾
添
修
二

石
田
四
郎
、

な
ど
の
教
員
や
、

石
田
ア
ケ
ミ
、
川
崎
周
春
、
石
賀
圭
太
郎
、
石
田
ア
キ
コ
、
財
間
春
江
、

楫
野
正
也
、
中
島
勘
助
、
佐
々
木
冨
美
男
、
松
本
康
博
、
巨
勢
晃
一
、

1949
昭
和
２
４

（「
大
田
高
６
０
年
史
」
よ
り
）

木
村
近
夫
、
清
水
美
由
紀
な
ど
。

『
修
善
寺
物
語
』『
に
し
ん
ば
』

）『
父
帰
る
』
な
ど
公
演
。

（出
演
者
全
員
写
真
あ
り

・大
田
高
校
の

も
途
中
か
ら
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。

藤
川
恒
信
（
１
０
年
間
顧
問
）

芝
居
を
上
演
し
大
好
評

・
広
瀬
誠
、
島
田
誠
三
郎町

内
か
ら
番
傘
や
小
物
を
借
り
た
。

・
朝
鮮
戦
争
は
じ
ま
る

・
長
谷
川
一
夫
公
演

・大
田
高
演
劇
部
顧
問
、

の
指
導
で
、『
夕
鶴
』『
な
よ
た
け
』『
風
車
小
屋
だ
よ
り

・
大
田
電
報
電
話
局
開
設

藤
川
恒
信

昭
和
２
５

公
演
、

・大
田
高
校
に
定
時
制
夜
間
部
設
置
（４
１
年
募
集
停
止
）

1950
な
ど
大
田
高
へ入
学
、
演
劇
部
で
活
躍
、
藤
原
は
広
大
医
学
部

・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
会
議

・
勝
部
義
夫
、
藤
原
俊
彦

勝
部
は
日
大
芸
術
学
部
へ
進
学
後
、
映
画
、
舞
台
俳
優
と
し
て
活
躍
し
た

・２
６
年
以
降
は

脚
本
を
書
き
演
出
も
し
た
（
巨
勢
氏
談
）

・
波
根
湖
の
干
拓
工
事
完
工

田
中
通
が

・大
田
高
演
劇
部
『
お
さ
の
音
』『
岩
姫
』を
相
生
座
で
公
演

・国
立
大
田
療
養
所
発
足

昭
和
２
６

・県
高
校
文
化
連
盟
発
足
、
大
田
高
で
結
成
大
会
、
１
５
校
参
加

1951

・

が
米
子
東
高
か
ら
邇
摩
高
校
へ転
任
し
演
劇
部
を
担
当
、
活
発
な

福
田
歓
一

動
が
始
ま
っ
た
。
町
の
劇
場
で
昼
は
生
徒
、
夜
は
町
民
対
象
で
深
夜
ま
で
４
～
５

本
上
演
し
た

。
福
田
は
３
５
年
大
田
高
へ
。
演
劇
、
弓
道
を
担
当
し
た
。

・大
田
町
制
５
０
周
年
記
念
で
、
三
瓶
座
『
花
咲
く
港
』
を
公
演

１
０
月
（写
真
あ
り
）

1

昭
和
２
７

・
浪
曲
師
、

公
演
（
こ
の
頃
か
？
）

・小
田
酒
店
の
酒
蔵
（坂
根
印
刷
の
隣
り
）に
木
の
椅
子
を
置
い
て
映
画
館

1952

村
田
英
雄
、

・
大
田
高
演
劇
部
『
赤
い
バ
ラ
』『
彦
市
ば
な
し
』
を
相
生
座
で
公
演

に
し
て
い
た
。
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
初
代
社
長
勝
部
さ
ん
だ
っ
た
か
（
８
５
歳
女
性
）

昭
和
２
８

・三
瓶
座
の
劇
は
、
青
年
団
活
動
に
移
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
勝
部
義
夫
氏
記
述
）

1953

・大
田
高
演
劇
部
『
炎
の
人
』を
相
生
座
で
公
演

・
自
衛
隊
発
足
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・旅
芝
居
一
座
・

が
相
生
座
の
管
理
を
し
て
い
た
（い
つ
か
ら
か
不
明
）

・１
月
１
日
、
大
田
市
誕
生
（８
ヶ
町
村
）

「
だ
る
ま
劇
団
」

・４
月
１
日
仁
摩
町
村
合
併

（だ
る
ま
劇
団
公
演
の
時
に
は
ふ
れ
太
鼓
を
叩
い
て
町
中
で
宣
伝
し
て
い
た
。

・
日
本
、
国
際
連
合
に
加
盟

チ
ン
ド
ン
屋
も
や
っ
て
い
た
。
加
来
重
雄
は
３
歳
で
舞
台
に
出
た
と
い
う
）

昭
和
２
９

・敬
老
会
で『
蛇
が
出
る
』を
上
演
、
９
月
１
５
日
（写
真
あ
り
）

1954

・映
画
『
２
４
の
瞳
』を
大
田
小
学
校
児
童
が
鑑
賞

・大
田
市
民
球
場
完
成

・波
根
小
学
校
か
ら
相
生
座
へ映
画
を
観
に
き
た
（こ
の
頃
か
）、
大
田
一
中
も
き
た
。

邇
摩
高
演
劇
部
は
こ
の
年
ま
で

で
昼
夜
公
演
し
た

仁
万
座
や
朝
日
座

昭
和
３
０

・
代
官
山
児
童
遊
園
地
設
置

1955
邇
摩
高
体
育
館
に
暗
幕
設
備
で
き
、
体
育
館
で
公
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
３
１

・

を
創
作

・大
田
市
立
図
書
館
開
館
（和
田
哲
夫
氏
の
寄
付
）

1956

石
田
種
生
、
バ
レ
エ
『
浮
布
物
語
』

昭
和
３
２

・映
画
『
灯
台
守
』
を
大
田
小
学
校
児
童
が
鑑
賞

1957

に
な
っ
た
。

・
大
田
小
学
校
屋
内
体
操
場
新
築
落
成

・
三
瓶
座
は
『
麦
踏
み
』
を
上
演
。
最
後
の
公
演

・
こ
の
頃
、

さ
れ
、
そ
の
後
、
跡
地
に
職
業
安
定
所
が
建
て
ら
れ
た

・
昭
和
３
８
年
、
大
田
市
民
会
館
竣
工

相
生
座
は
解
体

「
劇
団
の
主
人
が
他
界
、
奥
様
が
管
理
し
て
い
た
が
う
ま
く
い
か
ず
手
放
さ
れ
た
。
劇
団
の
古
海
さ
ん
、
加
藤
さ
ん
夫
妻
な
ど
大
田
に
定
住
し
た
人
も
あ
る
。
最
後
頃

・
に
は
相
生

座
も
寂
れ
、
だ
る
ま
劇
団
を
観
劇
す
る
人
も
少
な
く
な
り
、
ト
イ
レ
の
に
お
い
が
す
る
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

（
柳
浦
末
子
さ
ん
）

」

・

「
素
人
演
芸
で
赤
城
の
子
守
歌
を
み
た
。
映
画
の
上
映
や
歌
合
戦
も
あ
り
、
鳥
井
や
羽
根
か
ら
も
歌
自
慢
が
き
た
。
竹
腰
の
隣
り
の
明
治
屋
楽
器
店
で
歌
の
練

習
を
し
て
、
相
生
座
で
歌
っ
て
い
た
。
相
生
座
は
芝
居
小
屋
で
家
族
総
出
で
い
く
と
こ
ろ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

（
８
５
歳
女
性
談
）

。

・

「
相
生
座
の
川
土
手
側
に
は
風
呂
屋
が
あ
り
三
瓶
川
の
水
路
か
ら
水
車
で
水
を
上
げ
て
い
た
。
前
に
は
西
側
屋
と
い
う
料
理
屋
、
相
生
座
の
通
り
に
は
お
で
ん

屋
、
う
ど
ん
屋
、
甘
味
所
、
豆
腐
屋
、
散
髪
屋
、
日
進
堂
、
下
駄
屋
（
葉
山

、
も
ち
や
（
雑
貨
店

、
福
屋
階
行
堂
百
貨
店
な
ど
が
あ
っ
た

（
松
尾
崇
氏
談
）

）

）

。

・

「
踊
り
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
一
緒
に
舞
台
へ
出
た
こ
と
も
あ
る
。
だ
る
ま
劇
団
へ
入
団
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
が
、
迷
っ
た
末
、
約
束
の
場
所
へ
行
か
な
か

っ
た
。
劇
団
か
ら
カ
ツ
ラ
を
い
た
だ
い
て
、
今
も
保
存
し
て
い
る

（
松
原
政
子
さ
ん
昭
和
９
年
生
ま
れ
。
踊
り
の
振
り
付
け
書
き
ノ
ー
ト
数
冊
保
存
）

」

※

ま
だ
公
民
館
や
市
民
会
館
が
な
く
、
学
校
の
講
堂
も
芝
居
や
演
芸
な
ど
に
は
使
え
な
い
時
代
、
唯
一
の
芝
居
や
演
芸
な
ど
発
表
し
楽
し
む
場
と
し
て
、
日
本
の
各
町
村
に
芝
居
小

屋
が
あ
り
ま
し
た
。
相
生
座
も
そ
の
一
つ
で
す
。
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
た
相
生
座
は
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
静
か
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
※
当
時
の
原
文
や
文
書
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
見

当
た
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
上
演
年
月
日
な
ど
は
不
正
確
な
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
記
録
の
大
切
さ
を
改
め
て
思
い
ま
す
（
２
０
１
８
０
６
１
８

文
責

洲
浜
）
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